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はじめに1 .
　「下水道管更生技術施工展（以下，施工展という）」
は，下水道管路管理に関する最先端の技術や最新の製
品を，自治体や施工業者，下水道を利用している住民
などの皆様に知っていただくことを目的として毎年開
催している展示会です。今回は，国土交通省北陸地方
整備局，新潟県，新潟市，中部地方下水道協会，㈶下
水道新技術推進機構の後援を得て，10月3日（水）に
新潟市中央区鐘木地内（新潟テルサ前）で開催しまし
た。当協会の中部支部では2009年に石川県金沢市で
開催を予定していましたが，台風の影響で残念ながら
中止となり，3年ぶりに開催することができました。
会場の設営は開催2日前の10月1日から開始するので
すが，今回も台風17号が9月30日に本州を通過する
という予報から，一時は開催できるかどうか，事務局
関係者は冷や汗をかいた次第でした。

デモ施工・展示説明2 .
　開催当日は台風一過の晴天とはなりませんでした
が，入場者数1,236名と多くの方にご来場いただきま
した。
　開会式には，来賓として国土交通省北陸地方整備局
建政部長，新潟県土木部長，新潟市下水道部長が出席
されました。
　出展者数は34団体と過去最多となり，分類別に見
ると，①管きょ更生･補修･改築14団体，②穿孔ロボッ
ト2団体，③コンクリート防食・被覆1団体，④マンホー
ル改築・補修5団体，⑤管内洗浄・清掃3団体，⑥調査・
点検・診断・解析等5団体，⑦安全衛生管理5団体と
なりました（一部重複あり）。
　今回の特徴的なこととしては，地元新潟の技術が3
件出展されたこと，また安全衛生管理関連の出展が多
くあったことでした。
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回数 開催都市 開催場所 開催日 出展数 入場者数

第1回 和泉佐野市 りんくうタウン H13 .12 . 06 19 　923名

第2回 大阪市 コスモスクエア H14 .11 . 08 24 1 ,107名

第3回 広島市 海島博覧会場跡 H15 .10 . 24 26 1 ,531名

第4回 名古屋市 名古屋市応急給水センター H16 .10 . 08 33 1 ,474名

第5回 佐賀市 どん3広場 H16 .11 . 11 28 1 ,082名

第6回 塩竈市 JR本塩釜駅貨物ヤード跡地 H17 .10 . 06 29 1 ,237名

第7回 小樽市 「小樽築港前駅」前JRヤード H18 .06 . 16 28 1 ,245名

第8回 松山市 城山公園内 H19 .10 . 12 29 1 ,338名

第9回 三郷市 中川水循環センター H20 .10 . 9 -10 28 2 ,346名

第10回 大阪市 コスモスクエア H22 .10 . 06 28 1 ,786名

第11回 福岡市 舞鶴公園西広場 H23 .10 . 05 28 1 ,354名

第12回 新潟市 新潟市中央区鐘木地内 H24 .10 . 03 34 1 ,236名

表−1　施工展開催実績
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写真−1　開会式のテープカット 写真−2　デモ施工を巡覧する来賓

表−2　デモ施工･実演スケジュール



81No-Dig Today  No.82（2013.1）

講演会3 .
　併催行事として講演会を大型テントで行いました。
講師に新潟県下水道課長補佐の鈴木則昭氏，新潟市下
水道管理センター課長補佐の高木等氏をお迎えし，そ
れぞれ『下水道は「循環の道」，ストック管理の視点
でみた課題』『新潟市の下水道の課題とこれからの取
組み』と題し，貴重なお話をご披露いただきました。

おわりに4 .
　デモ施工および展示説明は，特殊な専門技術を紹介
する場であることから，内容が難しく硬い話になりが
ちなため，新潟県のマスコット「トッキッキ」と新潟
市の「にいがた観光親善大使」に，会場を明るく・和
やかな場にしていただきました。

　最後に，施工展2012新潟の開催にあたり，後援を
頂きました各団体の関係者各位，積極的にPR活動を
展開して頂きました中部支部会員及び出展者各位にこ
の場をお借りして厚く御礼申し上げます。

写真−3　講演会

写真−5　「トッキッキ」と「にいがた観光親善大使」

写真−4　見学する新潟県内の学生


